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8,099人男性 8,608人女性

●世帯数 6,522世帯（＋2）
●人口 16,707人（－42）

2月末現在 （　）内は前月比・2月届出分
人口のうごき

出生
死亡

6人
21人

転入
転出

22人
49人

上郡町観光協会事務局・JR 上郡駅利用促進協議会事務局
（産業振興課 商工観光係）
申問

52-1116

■申込期限　3月25日（月） ※「桜まつり」「さくらウォーク」の詳細はチラシをご覧ください。
■定　　員　先着100人 （年齢、性別問わずに健康な人。小学生以下は保護者同伴）

■参加費　無料

■日時
4月7日（日）
９時～ ※雨天中止

JR 上郡駅前
■集合場所

第８回 かみごおりさくらウォーク

①健脚コース（約10㎞）
　上郡駅→栄町→役場前（大鳥圭介像）→隈見橋→鞍居川（桜トンネル）→上郡天満神社→旧因幡街道
→上郡橋→千種川右岸→竹万→安室川（桜並木）→上郡駅南→さくら園（桜まつり会場）
②ゆっくりコース（往復約５㎞）
　上郡駅→さくら園（桜まつり会場）

コース（2つのコースに分かれて出発）

　春爛漫のこの季節、自然豊かな上郡町の歴史と風景、
そして地元の方とのふれあいを楽しむ一日をお過ごし
ください。ゴールのさくら園では「桜まつり｣が開催さ
れています。

放課後は夢のジカン

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

主な内容
P2
第５次上郡町行政改革
大綱等を策定
P12
第二十四回「真摯の人」
P16
エイトちゃんの情報ステーション

March
20133No.520

「放課後子ども教室」と「学童クラブ」
の児童らが共同制作した「 花いっぱい
ガーデン 」が、生涯学習支援センター
で展示されました（関連記事４㌻）。



第
５
次
行
政
改
革
大
綱
策
定
に
係
る

重
点
事
項

　

第
４
次
期
間
中
に
事
業
の
統
廃
合
、

人
員
削
減
な
ど
大
幅
な
合
理
化
を
進
め

た
こ
と
に
よ
り
、
第
５
次
期
間
中
に
お

け
る
合
理
化（
歳
出
削
減
）の
余
地
は
大

き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

第
５
次
大
綱
は
事
業
の
統
廃
合
や
人
員

削
減
と
い
っ
た
歳
出
削
減
を
主
と
し
た

改
革
で
は
な
く
、
事
業
の
必
要
性
並
び

に
有
効
性
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を

行
い
つ
つ
、「
限
ら
れ
た
行
政
資
源（
人

的
資
源
、
資
産
、
財
源
）の
最
大
限
の

利
活
用
に
よ
る
効
率
性
と
効
果
の
一
層

の
向
上
」
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

 

人
的
資
源

「
上
郡
町
人
材
育
成
実
施
計
画
」
に
基

づ
く
職
員
の
資
質
の
向
上
並
び
に
組

織
、
人
事
制
度
の
再
構
築
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
と
外
部
環
境
へ
の
的
確
な
対

応
を
図
る
。

 

資
産

学
校
跡
地
な
ど
、
町
有
資
産
の
有
効
活

用
並
び
に
町
立
施
設
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
経
費
を
抑
制
し

つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
。

 

財
源

■
徴
収
金
の
徴
収
率
向
上
並
び
に
町
有

資
産
の
売
却
等
を
中
心
と
し
て
、
自

主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
う
。

■
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
事
務
事
業

の
不
断
の
見
直
し
並
び
に
民
間
委
託

の
推
進
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
・
向
上
さ
せ
つ
つ
、
更
な
る
歳
出

削
減
を
図
る
。

審
議
会
か
ら
の
提
言
内
容

　

次
の
1
～
4
の
事
項
に
十
分
に
留
意

し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
る
よ
う
提
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

1　

行
政
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化

に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
住
民
と
の
協
働
お
よ
び
役
割

分
担
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
点
を
十
分

に
踏
ま
え
た
行
政
運
営
、
住
民
と
の
協

働
・
役
割
分
担
を
促
進
す
る
施
策
の
実

施2　
「
上
郡
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
い
た
職
員
の
資
質
向
上

3　

税
等
の
滞
納
対
策
や
町
有
資
産
の

売
却
、
商
工
業
や
農
林
業
の
育
成
を
通

じ
た
税
収
増
収
策
等
、
自
主
財
源
の
確

保4　

新
た
な
行
政
改
革
関
連
施
策
が
必

要
で
あ
る
場
合
は
、
大
綱
の
方
針
な
ど

に
基
づ
き
、
速
や
か
に
立
案
、
実
施

し
、
行
動
計
画
に
追
加
し
て
、
着
実
な

進
捗
を
図
る

問
企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係

　
　
　
　

５
２・
１
１
１
２

町
行
財
政
組
織
等
審
議
会（
野
邑
奉
弘
会
長
・
委
員
６
人
）か
ら
工
藤
町
長
に
対
し
、

行
財
政
改
革
の
推
進
事
項
お
よ
び
平
成
24
年
度
進
捗
状
況
に
つ
い
て
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。同

審
議
会
は
、
昨
年
町
長
か
ら
「
第
５
次
上
郡
町
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
、
行
財
政

改
革
全
般
に
つ
い
て
意
見
、
提
言
を
求
め
る
」
と
の
諮
問
を
受
け
て
協
議
を
開
始
し
、

「
第
４
次
上
郡
町
行
政
改
革
大
綱
」
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
や
課
題
を
踏
ま

え
、
補
助
金
、
住
民
と
の
協
働
と
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
第
５
次
上

郡
町
行
政
改
革
大
綱
等
の
策
定
並
び
に
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
町
と
し
て
は
審
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
提
言
に

留
意
し
、
第
５
次
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
で
す
。

第５次
上郡町行政
改革大綱等
を策定

↑野邑会長から工藤町長に答申書が手渡されました
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平
成
24
年
度
の
行
政
評
価（
事
務
事
業
評

価
）が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
行
政
評
価
は
、
町
行
政
が
実
施
し
て

い
る
事
務（
補
助
）事
業
の
必
要
性
や
効
率
性

を
、
行
政
評
価
条
例
に
基
づ
い
て
、
行
政
外

部
の
第
三
者
機
関
で
あ
る
行
政
評
価
委
員
会

が
検
証
し
、
事
務
事
業
の
改
善
を
行
う
も
の

で
、
平
成
20
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、「
表
１
」
の
21
団
体
に
対
す
る
補

助
事
業
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
評
価
と
は
、
町
が
実
施
し
た
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
計
画（
P
l
a
n
）→
実
行（
D
o
）

→
検
証
・
点
検（
C
h
e
c
k
）→
改
善
・
見
直

し（
A
c
t
i
o
n
）→
次
の
計
画
の
サ
イ
ク
ル

で
、
事
業
の
改
善
を
行
う
手
法
の
一
つ
で
す
。

　
「
必
要
性
」・「
有
効
性
」・「
効
率
性
」・「
妥
当

性
」・「
将
来
性
」
の
5
つ
の
視
点
に
つ
い
て
4

点（
事
業
成
果
が
適
切
・
十
分
現
れ
て
い
る
）3

点（
概
ね
適
切
・
概
ね
十
分
）2
点（
や
や
不
適

切
・
や
や
不
十
分
）1
点（
不
適
切
・
不
十
分
）

の
4
点
満
点
で
採
点
を
行
い
、
5
項
目
の
合
計

点
を
総
合
評
価
と
し
て
、
次
の
4
区
分
に
分

け
、
今
後
の
事
務
事
業
の
改
革
・
改
善
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
企
画
財
政
課 

財
政
係

 

５
２
・
１
１
１
２

Ａ…17点以上	 計画どおり事務事業を進めることが適当
Ｂ…16点～13点	 事業の進め方の改善、慣例的にならないように検討
Ｃ…12点～10点	 事業規模・内容または実施主体の見直しが必要
Ｄ…9点以下	 事業の休止・廃止も視野に入れ、抜本的な見直しが必要

↑工藤町長に行政評価委員会より行政評価の結果が通知されました

NO 事務事業名 内部
評価

外部
評価

１ 連合自治会補助金 Ａ Ａ

２ 上郡交通安全協会補助金 Ａ Ｂ

３ 防犯協会補助金 Ｂ Ａ

４ 商工会法人部会補助金 Ｂ Ｃ

５ 千種川漁業協同組合補助金 Ａ Ｂ

６ 赤穂郡遺族会補助金 Ｃ Ｂ

７ 社会福祉協議会補助金（結婚相談所） Ａ Ｂ

８ 身体障害者福祉協議会補助金 Ａ Ａ

９ 婦人共励会補助金 Ｃ Ｃ

10 相生・上郡原爆被爆者の会活動補助金 Ｂ Ｃ

11 郡老人クラブ連合会補助金 Ａ Ａ

12 町保育所連盟補助金 Ｂ Ａ

13 上郡町子ども会連絡協議会補助金 Ａ Ａ

14 成人のつどい実行委員会補助金 Ｂ Ｂ

15 ボーイスカウト活動補助金 Ｂ Ｂ

16 青少年補導連絡協議会補助金 Ａ Ａ

17 連合婦人会補助金 Ｃ Ｃ

18 円心太鼓補助金 Ｂ Ｂ

19 連合ＰＴＡ活動補助金 Ａ Ａ

20 文化協会補助金 Ｂ Ｂ

21 体育協会補助金 Ａ Ａ

【表１】

行
政
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

3 March 2013



地域の
教育力

　

花
い
っ
ぱ
い
ガ
ー
デ
ン

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
「
学
童
ク
ラ
ブ
」
共
同
制
作

　

２
月
23
日
～
３
月
10
日
ま
で
の
２
週
間
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
に
集
う
児
童
・
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
「
学
童
ク
ラ
ブ
」
の
児
童
が
共
同
制
作
し
た
作
品
が
、
生
涯
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
寒
く
な
る
秋
の
終
わ
り
か
ら
冬
に
か
け

て
各
会
場
で
折
り
紙
工
作
が
は
や
る
の
で
、「
ど
う
せ
作
る
な
ら
テ
ー
マ
を
設
け
て
工
作

し
、
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
壮
大
な
立
体
展
示
に
し
よ
う
！
」
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
「
放
課
後
水
族
館
」、
昨
年
は
「
季
節
の
れ
ん
～
春
夏
秋
冬
物
語
～
」
を

制
作
し
大
好
評
。
今
年
度
よ
り
、
学
童
ク
ラ
ブ
が
全
小
学
校
区
設
置
と
な
っ
た
た
め
、

今
年
は
平
日
開
催
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
合
わ
せ
て
８
会
場
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

　

総
勢
３
２
０
人
が
関
わ
る
作
品
づ
く
り
は
、
昨
年
12
月
に
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
で
分
担
し
て
、「
虹
が
か
か
っ
た
花
時
計
」「
睡す

い

蓮れ
ん

が
浮
か
ぶ
池
」「
つ
る
バ
ラ
の
ア
ー

チ
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
た
お
や
ゆ
び
姫
」
を
折
り
紙

や
カ
ラ
ー
針
金
な
ど
で
工
作
し
ま
し
た
。

　

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
は
〝
花
い
っ
ぱ
い
の
ガ
ー
デ
ン
〟。
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
が
か
か

る
バ
ラ
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
て
足
を
進
め
る
と
、
い
い
香
り
が
漂
っ
て
き
そ
う
な
色
と

り
ど
り
の
花
々
。
池
に
は
愛あ

い

敬き
ょ
う

た
っ
ぷ
り
の
カ
エ
ル
、
花
び
ら
に
は
蜜
を
吸
う
チ
ョ

ウ
、
そ
し
て
虹
が
か
か
る
花
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
圧
巻
の
花
時
計
と
見
所
満
載
。
ロ

ビ
ー
を
ぐ
る
っ
と
ま
わ
れ
ば
、
一
足
先
に
春
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

作
品
で
す
。

　

制
作
に
携
わ
っ
た
児
童
は
「
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
る
と
、
こ
ん
な
に
立
派
な
作
品

が
で
き
た
よ
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

　問生涯学習
　　支援センター
　 ５２－１１２５
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円心くんの

まちの話題

防災意識の向上と災害への備えを目的に２月２日、生
涯学習支援センターで「ひょうご安全の日」西播磨地域
のつどいが開催されました。参加者約400人の前で、赤
松自治会長の野村正紀さんと前自治会長の牛尾正喜さん
が自主防災組織活動について事例を発表。地域ぐるみで
防災を考えていく必要性を訴えました。
その後、気象予報士・防災士の正木明さんが講演を行

い、天気予報を活用した防災対策などについて紹介して
いました。

西村正規さん（大枝）が平成24年度「兵庫県障害者ス
ポーツ功労賞」を受賞しました。
この賞は、障がい者スポーツの振興に取り組み、障が

い者の自立更生に貢献した方を表彰するもので、西村さ
んは昭和60年ごろより障がい者スポーツ大会に参加しな
がら、町内外の障がい者がスポーツに参加できる場を提
供してきました。平成20年４月からは「レクリエーショ
ン・スポーツふれあいの会」を立ち上げ、スポーツの指
導なども行っています。

「森のわくわく倶楽部」が主催する「鳥の巣箱づくり教
室」が２月17日、鞍居公民館で開かれました。同倶楽部
は町内で森林整備や木工教室などのボランティア活動を
行っており、この教室は毎年、小鳥たちが巣をつくる時
期に合わせ実施されています。
親子連れなど約30人が参加し、木材を使ったオリジナ

ル巣箱を制作。完成した巣箱は旧鞍居小学校内の森に設
置され、参加者は「小鳥がたくさん飛び交う森になると
いいな」と願いを込めていました。

「山野里なんでも体験隊」に参加する児童約30人が２
月９日、山野里小学校でニュースポーツに挑戦しました。
ニュースポーツとは、勝敗にこだわらずレクリエーショ
ンの一環として気軽に楽しむことを目的とした運動で、
年齢・体力・運動技術に関係なく幅広い方と交流できま
す。
今回は、ニュースポーツを推進する「スポーツ21山野

里」の皆さんが指導にあたり、親子でフロアカーリング
や囲碁ボールなどを楽しんでいました。

↓フロアカーリングに挑戦する児童

↑２月４日、工藤町長を表敬訪問した西村さん（右）

↑ステージから降り、客席で講演する正木さん

↓素敵な巣箱が完成しました「ひょうご安全の日」西播磨地域のつどい
災について、地域とともに考える防

大枝の西村さん
害者スポーツ功労賞を受賞障

鳥の巣箱づくり教室
鳥の飛び交う森に小

山野里なんでも体験隊
ュースポーツに挑戦ニ
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３
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き
取
り
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兵
庫
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所
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1
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引
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り
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化
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猫
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ど
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を
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野
支
所
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き
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り
に
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は
あ
く
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て
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犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
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捨
て
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は
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動
物
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護
及
び
管
理
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関
す
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律
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よ
り
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以
下
の
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処
せ
ら
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合
が
あ
り
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す
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問
住
民
課 

環
境
衛
生
係５

２・
１
１
１
５

４月から新しい生活を始める方へ　
国民健康保険の手続きをお忘れなく
　就職、退職、引越しなどで国民健康保険
の加入内容が変わるときは下記の届出が必
要です。
１　就職し会社の健康保険に加入
　　⇒印鑑、会社の健康保険証、
　　　本人確認書類
２　退職して上郡町国保に加入
　　⇒印鑑、健康保険資格喪失証明書、
　　　本人確認書類
３　町内転居
　　⇒印鑑、国民健康保険証、本人確認書類
４　町外転出
　　⇒印鑑、国民健康保険証、本人確認書類
５　上郡町に転入
　　⇒印鑑、本人確認書類
　※転出入する方はそれぞれの市町村で手続

きが必要です。

■手続きはお早めに
　４月は保険課の窓口が大変込み合います。
必要書類が整っていれば実際の異動日前に
手続きできますので、早めにお越しくださ
い。ただし、国民健康保険証をお渡しする
のは加入日以降です。

問保険課 国保年金係 ５２－１１５２

４月からの国民年金保険料
■平成25年４月～平成26年３月までの国民

年金保険料額
　定額保険料	 １５，０４０円（月額）
　付加保険料	 ４００円（月額）

※希望者のみ　
 
　４月上旬に納付書が送付されますので、
お近くの金融機関・ゆうちょ銀行（郵便局）・
コンビニなどで納付してください。
　国民年金保険料の納付は、割引のある前
納制度をぜひご利用ください。

　また、保険料は、口座振替やクレジット
カードでの納付も可能です。納付書紛失の
おそれや納め忘れがないため、たいへん便
利で安心です。

問姫路年金事務所 
０７９－２２４－６３８５

納付方法 金　　　額 割引額 納期限
毎月納付 15,040円×12ヵ月＝180,480円 なし 翌月末日

６ヵ月前納 89,510円×２回＝179,020円 1,460円 ４月末日
10月末日

１年前納 177,280円 3,200円 ４月末日
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飼い犬の狂犬病予防注射と登録を忘れずに！

狂犬病予防集合注射日程表（雨天決行）

　狂犬病予防法により生後91日以上の犬は、年に１
回の｢狂犬病予防注射｣が義務付けられています。
平成25年度は、下記の日程で予防集合注射を行いま
す。
　当日は、役場から送付する案内書と問診票を必ず
持参してください。
　なお、新たに犬を飼った方や犬と一緒に転入した
方は、住民課で手続きを行ってください。

■注意事項
・注射の際に、飼い犬を押さえられる大人が連れてき

てください。
・フンをした場合は、飼い主が処理し持ち帰ってくださ

い。
・死亡や譲渡などで飼い犬がいなくなった場合は、住

民課へ届出をしてください。

●料金

●注射の猶予
　犬の健康状態が次に該当する場合は、予防注射
の猶予を申請してください。申請せずに注射をして、
犬の調子が悪くなっても一切責任を負いません。

＊元気がない、食欲がない、下痢、おう吐などがある。
＊現在、治療中または妊娠中である。
＊予防接種後、体調が悪くなったことがある。

登録済 新規登録

登 録 料 金 不　　要 3,000円

注 射 料 金 2,650円 2,650円

注 射 済 証
交 付 手 数 料 550円 550円

合　計 3,200円 6,200円

※上記の日程で都合の悪い場合は、
動物病院で予防注射を受け「狂
犬病予防注射済票」の交付を受
けてください。交付を受けていな
い方は、住民課で手続きを行って
ください。その際、獣医師発行の
「狂犬病予防注射済証」と手数
料550円が必要になります。（新規登
録の場合は、別途手数料3,000円
が必要）

問住民課 環境衛生係
５２−１１１５

４月14日（日）
場　所 時　間

保 健 セ ン タ ー 9:00～　9:15
鞍居地区公民館 9:25～　9:35
赤松地区公民館 9:45～　9:55
高田台中央公園 10:10～10:35
高田地区公民館 10:40～10:50
スポーツセンター
多目的広場（テニスコート） 11:00～11:10

船坂地区公民館 11:20～11:30
梨ヶ原地区公民館 11:40～11:50
上郡町役場（駐車場） 12:00～12:10

４月11日（木）
場　所 時　間

与 井 公 民 館 9:05～　9:10
与 井 新 協 議 所 9:15～　9:20
西 光 寺 前 9:25～　9:30
西 野 山 公 民 館 9:35～　9:40
高田台４丁目南公園 9:45～　9:55
休 冶 公 民 館 10:00～10:05
宇 野 山 公 民 館 10:10～10:15
佐 用 谷 公 民 館 10:20～10:25
宿 公 民 館 10:30～10:35
奥 公 民 館 10:40～10:45
宇 治 山 公 民 館 10:50～10:55
神 明 寺 公 民 館 11:00～11:05
旭 公 園 広 場 11:15～11:30
駅 前 児 童 公 園 11:35～11:40
竹 万 児 童 公 園 11:45～11:50
山 田 警 鐘 台 11:55～12:00
松 の 尾 公 民 館 13:05～13:10
山野里中央公園 13:15～13:20
平 野 公 民 館 前 13:25～13:30
大 酒 公 民 館 13:35～13:40
丹 東 公 民 館 13:45～13:50
大 持 児 童 公 園 13:55～14:00
井上ふれあい公園 14:05～14:10
岩 木 公 民 館 14:15～14:25
倉 尾 協 議 所 14:30～14:35
妙 隆 寺 14:35～14:40
後 井 商 店 横 14:45～14:50

４月12日（金）
場　所 時　間

緑ヶ丘住宅広場 9:00～　9:05
泉 心 学 園 広 場 9:10～　9:15
三宅一郎氏宅前 9:20～　9:25
野桑バス停前（川原） 9:30～　9:40
大 杉 野 公 民 館 9:45～　9:50
富 満 公 民 館 9:55～10:00
梅 谷 公 民 館 10:10～10:15
金出地下公民館 10:20～10:25
金出地分団第2部消防屯所 10:30～10:35
大 枝 消 防 屯 所 10:45～10:50
大枝新老人憩の家 10:55～11:00
苔縄老人憩の家 11:05～11:10
柏 野 協 議 所 11:15～11:20
細 野 健 康 広 場 11:25～11:30
赤 松 公 民 館 11:35～11:45
河 野 原 公 民 館 11:50～11:55
楠 公 民 館 前 12:00～12:05
湯 釜 公 民 館 13:10～13:15
船坂第2自治会公民館 13:20～13:25
皆 坂 公 民 館 13:35～13:40
延 野 公 民 館 前 13:45～13:50
宗 末 公 民 館 13:50～13:55
大 石 公 民 館 13:55～14:00
高 行 消 防 屯 所 14:00～14:05
八 保 神 社 前 14:10～14:15
吉 村 修 氏 宅 横 14:20～14:25
上 栗 原 公 民 館 14:30～14:35

落 地 健 康 広 場 14:40～14:45
梨ヶ原消防屯所前 14:50～14:55
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Information

名　　　称 住　　　所 電  話  番  号 
保健センター 

上郡町上郡 500 −１
０７９１−５２−２１８８ 

青少年育成センター ０７９１−５２−５５００ 
赤穂健康福祉事務所　地域保健課 赤穂市加里屋 98 −２ ０７９１−４３−２３２１ 
兵庫県いのちと心のサポートダイヤル   ０７８−３８２−３５６６ 
はりまいのちの電話   ０７９−２２２−４３４３ 
自殺予防いのちの電話   ０１２０−７３３−５５６ 

　3月は「自殺対策強化月間」です。身近な人が、自殺で命を落とさないために、周りの人ができることを
考えていきましょう。

問保健センター ５２−２１８８

○日本では、自殺によって毎日 80 人以上のいのちが失われています。
　➡上郡町でも、年間４～８人の方が亡くなっています。
○自殺に至る多くの人たちは、悩み苦しみながら追い込まれて死に至っています。
　➡本人の自由意思や選択の結果ではありません。
○自殺を考えている人は、SOS のサインを発しています。
　➡死の直後、周りの人は「サインはなかった」と思うことが多いですが、後からゆっくり考えてみると…
　・もともと無口だった人がさらに話さなくなる
　・人付き合いのさかんだった人が、急に人を避けるようになる
　・眠れない、溜息が増えた、食欲がない　
　など、人それぞれですが、何らかのサインが出ていると言われています。

　私たち一人ひとりの支えで、救える「いのち」があります。「いつもと違う」と気づいたら、「どこか具合が
悪いの？」「眠れているの？」と思い切って声をかけてみましょう。そして、早めに専門機関・専門医療機関
に相談するようにしましょう。

　広報かみごおり３月号と一緒に「町ぐるみ健診のご案内」を配布しています。特定基本健診、各種
がん検診などを受ける方は、案内に添付されている申込はがきを郵送してください。希望日は先着
順に優先されます。

待ち時間に
ついて

実施方法に
ついて

８割の方が「予約制になり待ち時間が短かった」と回答。「自分の受付時間近くに
なってから来所したので混雑も少なく、それぞれの検査場所でも待ち時間が少な
かった」との意見が多くありました。

９割の方が「受診日予約制でよかった」と回答。しかし「急な予定変更ができな
い」 「変更方法が分かりにくい」などの意見もありましたので、保健センターで
は今後、変更方法を分かりやすくするなど改善に取り組んでいきます。

みんなで守りましょう！大切な「いのち」

申し込みはお早めに！平成25年度町ぐるみ健診

相
談
窓
口
一
覧

3月は自殺対策強化月間

完全予約制に伴うアンケート結果 （アンケート回答者：平成24年度町ぐるみ健診受診者2,344人のうち329人）
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だより

　風しんは、妊娠初期の妊婦がかかると、生まれてくる赤ちゃんに先天性風しん症候群を高い確率
で起こし、難聴・白内障・心奇形などの影響を及ぼします。平成24年の報告数は過去５年間で最
も高くなっており、増加傾向が見られます。

先天性風しん症候群の発生予防のためにも次の方はご注意ください。
●平成24年度麻しん風しん混合第２期・３期・４期対象者でまだ接種を受けていない方
※平成25年３月31日までは接種費用がかかりません。早めに接種しましょう。

●妊婦への感染を抑制するため、特に

　のうち、明らかに風しんにかかったことがある、予防接種を受けたことがあるまたは風しんに対
する抗体がある方以外は、任意で予防接種を受けることをご検討ください。

問保健センター ５２−２１８８

1  妊婦（風しんに対する抗体がない方に限る）の夫、子どもおよびその他同居家族

2  10代後半～40代の女性（特に妊娠希望または妊娠する可能性の高い方）

3  産
さん

褥
じょく

早期の女性

１　特産品を食卓に
　兵庫県の地域づくり活動応援事業として、

「円心モロどん」と「モロヘイヤ」を使った
レシピを作成しました。町内のイベントでレ
シピを配布したり、健康福祉まつりやイルミ
ネーション点灯式で試食を振る舞ったりしま
した。

２　中学生・高校生への食育
　中学生・高校生を対象に調理実習を行いま
した。上郡中学校では「円心モロどん」と

「モロヘイヤ」を使ったメニューを調理。若
い世代が特産品に関心を持つきっかけになり
ました。

３　保育所・幼稚園での食育
　つばき保育所・上郡幼稚園で園児と保護者
対象に料理教室を実施しました。 「豆腐を手
の上で切る」などして、園児は楽しみながら
調理していました。保護者からは「家庭でも
『食』を通じてコミュニケーションがとれる
ようになった」と好評でした。

４　糖尿病予防教室
　糖尿病を予防するために、糖尿病について
の講話、食事量や野菜摂取について学べる教
室を開催しました。参加者は「毎日の食生活
から糖尿病を予防することの大切さを知っ
た」と話していました。

　いずみ会では「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に、町内の各地区７グループ
が食生活改善を推進するため、料理教室を開くなどのボランティア活動を行っていま
す。平成24年度に実施したいずみ会の主な取り組みを紹介します。

風しん患者が増えています！
予防接種がまだの方はお早目に！

上郡町いずみ会の取り組み
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　母親クラブでは、乳幼児から小学生までの年齢に応じ
た体験・研修活動などを行っています。
　母親クラブに参加してお互いの親睦を図りながら、子育
てや家庭・地域での生活問題などに取り組んでみませんか。
会員は、小さな子どもを持つお母さんだけでなく地域の
児童健全育成に興味のある方なら誰でも入会できます。

児童館の母親クラブ
参加者募集

　友だちと一緒に歌を歌ったり体を動か
したりして遊んでみませんか？高田陽光
保育園では、年間を通して登録制や自由
参加型の教室を開いています。
　保育に関する電話相談も受け付けてい
ますので、気軽にお問い合わせください。

登録制（高田陽光保育園で開催）
よちよちクラブ
　対象者　平成24年４月１日～10月31日
　　　　　生まれの幼児と保護者
　日　時　隔週月曜日 10時～11時
　　　　　（祝日、年末年始を除く）
すくすく子育て教室（年６回開催）
　対象者　平成22年４月１日～平成24年３月31日
　　　　　生まれの幼児と保護者
　費　用　傷害保険加入料 400円
　登録期間　３月31日（日）まで

自由参加
園庭開放（年12回）
　日　時　毎月第１木曜日 10時～11時（雨天中止）
　　　　　※平成25年度より10時からになります。
サンサンひろば
　日時・場所　毎月第２木曜日 10時～11時
		  高田台自治会館
　　　　　　　 毎月第３木曜日 10時～11時　　　　
　　　　　　　山野里働く婦人の家
問 高田陽光保育園 ５２−３７７５

■会　　費　１家族700円
■保　険　料　別途必要となる場合があり

ます。詳しくは児童館にお
問い合わせください。

■申請方法　児童館にある申込書に記入、
押印のうえ会費を添えて提
出してください。

■申込期限　３月29日（金）

たんぽぽ母親クラブ ひまわり母親クラブ

対　象　者 0 歳児から未就園児と
保護者他

幼稚園児・小学生と
保護者他

活 

動 

内 

容

児  童
リズム遊び、紙工作、野外
遊び、収穫祭など
月２回（月曜日）

野外活動、夏祭り、夏休み
体験教室など
月１～２回

母  親 手作りクラブ（水・金曜日）
ハンドベルクラブ　月 1 回程度（月曜日）

問 児童館 ５２−２３８１

高田陽光保育園の
　 子育て教室

詳細は保育園のホームページにも掲載しています。インターネットで ｢高田陽光保育園｣ と検索してください。
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Information

神
々
の
母
に
捧
げ
る
詩

 秋
野
亥
左
牟

信
長
影
絵

 

津
本 

陽

三
匹
の
か
い
じ
ゅ
う

 

椎
名 

誠

55
歳
か
ら
の
ハ
ロ
ー
ラ
イ
フ

 村上 

龍

夜
の
底
は
柔
ら
か
な
幻

 
恩
田 

陸

何
者

 

朝
井
リ
ョ
ウ

a
b
さ
ん
ご

 

黒
田
夏
子

奥
の
奥
の
森
の
奥
に
、
い
る

 

山
田
悠
介

へ
こ
た
れ
な
い
心

 

園
田
天
光
光

閉
経
記

 

伊
藤
比
呂
美

若
干
ち
ょ
っ
と
、
気
に
な
る
ニ
ホ
ン
語

 

山
口
文
憲

で
き
る
大
人
の
モ
ノ
の
言
い
方
大
全

 

話
題
の
達
人
倶
楽
部

甲
子
園
だ
け
が
高
校
野
球
で
は
な
い

 

岩
崎
夏
海

ダ
ン
ス
の
た
め
の
準
備
運
動

 

夏 

ま
ゆ
み

幸
福
な
田
舎
の
つ
く
り
か
た

 

金
丸
弘
美

ご
ぼ
う
力

 

南
雲
吉
則

不
調
に
効
く
ツ
ボ

 

柳
本
真
弓

華
の
血
族

 

池
坊
保
子

災
害
復
興
の
日
本
史

 
安
田
政
彦

オ
ウ
ム
事
件 

17
年
目
の
告
白

 

上
祐
史
浩

図
書
案
内

新着

　すこやか子育て教室は、講座を通して家庭での教
育力を高め、親子関係や地域との関わりを深めてい
くことを目的としています。子育てグループ活動で
は、親子同士が気軽に交流できるので、子育て仲間
づくりのきっかけとなっています。

対　象　児童（０歳児から未就園児）とその保護者
受講料　親子１組年間 3,000 円（材料費などは実費

負担）
保険料　年間 1 人 840 円（親子ともに必ず加入）
期　間　４月～平成 26 年３月 ※半期登録も可能。
申込方法　健康福祉課、子育て学習センターにある

申込書に記入し、受講料・保険料を添え
て申し込んでください。

申込期間　３月 18 日（月）～ 29 日（金）

　子どもの食事で「食物アレルギーがある」「偏食
がある」「少食」など悩みを抱えている保護者の皆
さん。親子でぱくぱく教室に参加して、一緒に楽
しく解決していきませんか？簡単なおやつ作りを
親子でしたり、グループワークを行ったりして、
食育について学びます。

時　間　９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　生涯学習支援センター
対　象　町内在住の乳幼児と保護者
定　員　15 組
料　金　年会費 1,500 円
申込期限　３月 29 日（金）

問 保健センター ５２−２１８８

 月    日 内　　　　　容
４月３日 オリエンテーション
５月１日 よく遊び！よく食べて！よく寝る！
６月12日 おやつについて

７月３日 朝ごはんの大切さ、生活のリズム
について

８月７日 夏休み親子クッキング（お兄ちゃん・
お姉ちゃんもいっしょに）

９月４日 ママの健康
10 月２日 食育とは
11 月６日 心の栄養
12 月４日 幼児が病気になったときの食事
１月８日 幼児の食事のバランスについて
２月５日  野菜の大切さについて
３月５日 反省会

ぱくぱく教室
　　 参加者募集

平成25年度
すこやか子育て教室

参加者募集

問 子育て学習センター ５２−１０６７

  年間スケジュール（毎月第１水曜日）

手遊びを楽しむ親子（歌あそび・絵本グループ）
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上郡町の偉人　大鳥圭介

　

明
治
二
十
七
年
、
清
国
よ
り
帰
国
し
た
圭
介
は
熱
烈
に
歓

迎
さ
れ
た
。
圭
介
は
勲く
ん
い
っ
と
う

一
等
瑞ず
い
ほ
う
し
ょ
う

宝
章
を
叙
さ
れ
、
枢す
う

密み
つ
い
ん院
顧こ

問も
ん
か
ん官
に
任
官
さ
れ
る
。
枢
密
院
は
憲
法
の
番
人
と
言
わ
れ
る

天
皇
の
諮し

問も
ん

機
関
で
あ
る
。
こ
の
時
六
十
二
歳
、
通
常
は
既

に
退
官
し
隠い
ん
せ
い棲
し
て
い
る
年
齢
だ
。
こ
の
後
圭
介
は
老
い
て

な
お
精
力
的
に
、
各
種
社
会
活
動
を
行
っ
た
。

　

圭
介
は
、
実
に
数
多
く
の
団
体
に
所
属
し
た
。
実
業
家
の

社
交
団
体
で
あ
る
「
交こ
う
じ
ゅ
ん
し
ゃ

詢
社
」、
研
究
者
同
士
の
議
論
を
通

じ
学
術
の
発
展
を
図
る
「
東
京
学
士
会
院
」、
民
間
殖
産
興

業
団
体
で
、農
業
工
業
商
業
を
育
成
し
産
業
を
振
興
す
る「
万

年
会
」
等
。
こ
れ
ら
は
圭
介
が
官
僚
時
代
か
ら
所
属
し
て
い

た
が
、
実
務
の
一
線
か
ら
退
い
て
か
ら
な
お
盛
ん
に
論
文
を

寄
稿
し
演
説
を
行
っ
た
。「
工
学
会
」「
農
学
会
」「
日
本
鉱

業
会
」「
東
京
地
学
協
会
」「
東
京
勧
業
協
会
」「
東
京
府
実

業
団
体
」「
大
日
本
水
産
会
」
な
ど
各
種
学
術
団
体
、
実
業

団
体
に
お
い
て
も
、
圭
介
は
会
の
運
営
に
参
加
し
、
会
員
、

幹
事
、
会
長
等
で
名
を
連
ね
て
い
る
。
圭
介
は
、
産
業
界
や

実
業
界
の
重
鎮
と
し
て
、
裏
方
で
そ
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

明
治
三
十
六
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
審
査
総
長

と
し
て
周
到
綿
密
を
尽
く
し
、
万
博
規
模
の
博
覧
会
を
成
功

裏
に
収
め
た
。
功
を
称
え
ら
れ
金
杯
を
下か

し賜
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
圭
介
は
明
治
三
十
三

年
、
男
爵
位
を
授
爵
す
る
。
男
爵
と
な
っ
た
圭
介
は
、
そ
の

名
誉
以
上
の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
て
い
る
。

　

圭
介
は
ま
た
、
生
涯
に
渡
り
徳
川
幕
臣
の
為
に
も
身
を
尽

く
し
た
。圭
介
が
幕
臣
で
あ
っ
た
の
は
た
っ
た
三
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
箱
館
戦
争
の
戦
友
会
で
あ
る
「
碧へ

っ
け
つ
か
い

血
会
」、
旧
幕

臣
の
親
睦
団
体
「
同
方
会
」
や
「
旧
交
会
」、
東
京
開
府
三

百
年
を
祝
し
た
「
江
戸
会
」、
日
光
東
照
宮
の
保
存
運
動
を

行
っ
た
「
保ほ

晃こ
う
か
い会
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
で
圭
介
は
賛
助
、
会
員
、

名
誉
会
員
な
ど
で
名
を
連
ね
資
金
を
出
し
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
咸か
ん
り
ん
ま
る

臨
丸
殉じ
ゅ
な
ん難
諸し
ょ

氏し

記
念
碑
、
鳥
羽
・
伏
見
戦
死
者
慰

霊
碑
建
立
の
発
起
人
な
ど
の
戊
辰
戦
争
関
連
の
慰
霊
活
動
も

行
っ
た
。
更
に
、
雑
誌
「
旧
幕
府
」「
同
方
会
報
告
」
で
貴

重
な
歴
史
証
言
と
な
る
戊
辰
戦
争
時
の
史
料
を
掲
載
。
歴
史

分
野
に
も
貢
献
し
た
。
明
治
三
十
五
年
、
徳
川
慶
喜
は
公
爵

を
授
爵
。
旧
幕
臣
は
名
誉
の
回
復
を
祝
っ
た
。
圭
介
も
そ
の

中
に
あ
っ
た
。
圭
介
ら
は
戊
辰
戦
争
の
敗
者
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
、
圭
介
の
同
僚
や
部
下
の
旧
幕
臣
は
卓
越
し
た

技
術
力
や
行
政
知
識
、
国
家
意
識
を
持
ち
、
日
本
の
近
代
化

を
支
え
た
。
彼
ら
は
明
治
政
府
の
運
営
者
と
し
て
時
代
を

担
っ
た
。
派
閥
関
係
な
く
、
産
官
学
幅
広
く
活
躍
す
る
圭
介

は
、
榎
本
武
揚
と
共
に
旧
幕
臣
と
政
府
を
繋
ぐ
ハ
ブ
的
な
存

在
で
も
あ
っ
た
。

　

圭
介
は
晩
年
を
国
府
津
の
別
荘
で
過
ご
し
た
。「
瀧
の
家
」

と
言
わ
れ
、
居
な
が
ら
に
し
て
箱
根
の
山
々
、
天
然
の
滝
を

悠
然
と
臨
ん
だ
。
故
郷
上
郡
の
皆
坂
の
滝
を
偲し
の

ん
だ
の
か
も

し
れ
な
い
。
訪
ね
て
来
た
記
者
は
、
圭
介
を
庭
師
に
間
違
え

た
。
圭
介
は
東
洋
一
の
別
荘
と
自
慢
し
た
。
花
鳥
風
月
を
愛

し
自
然
へ
の
畏い

敬け
い

と
情
緒
を
深
く
持
つ
圭
介
ら
し
い
別
荘

だ
。
後
年
、
徳
川
慶
喜
も
好
ん
で
訪
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
別
荘
で
明
治
四
十
四
年
六
月
十
五
日
、
圭
介
は
息
を

引
き
取
っ
た
。
葬
儀
に
は
二
千
名
以
上
が
参
列
し
た
。
各
新

聞
は
訃
報
を
伝
え
た
。「
鶏け
い
り
ん
は
ち
ど
う

林
八
道
に
雷
鳴
を
轟
か
し
た
」「
至

大
の
功
労
の
あ
る
人
」「
実
業
上
教
育
上
に
貢
献
す
る
大た
い
し
ょ所
」

「
名
は
世
間
に
高
く
、
児じ

童ど
う

走そ
う
そ
つ卒
に
至
る
ま
で
も
こ
れ
を
記

憶
せ
ざ
る
も
の
な
し
」「
歴
史
上
の
一
人
物
と
し
て
永
く
後

世
に
伝
わ
る
べ
き
人
」「
大
和
魂
の
誇
り
に
恥
じ
ざ
る
一
英

雄
」
な
ど
、
功
績
を
称
え
故
人
を
惜
し
む
諸
氏
の
言
葉
が
、

後
を
断
た
な
か
っ
た
。
圭
介
は
正し
ょ
う

二に

い位
に
叙
さ
れ
た
。

　

圭
介
は
晩
年
、
大だ
い
か
い
し
ょ
う

海
嘯
に
遭
う
も
、
屋
根
に
這
い
上
が
り

一
命
を
取
り
留
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
の
言
う
「
死
に
損

な
っ
た
三
度
の
事
」
の
一
つ
だ
っ
た
。
他
二
つ
は
、
箱
館
戦

争
降
伏
時
、
衆
命
を
請
う
為
に
首
を
差
し
出
し
た
時
と
、
日

清
開
戦
前
の
談
判
が
破
裂
し
、
砲
弾
の
中
に
晒さ
ら

さ
れ
た
時

だ
っ
た
。
実
際
の
所
、
圭
介
が
死
ぬ
目
に
遭
っ
た
の
は
三
度

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
地
震
火
事
津
波
内
乱
戦
争
の
只た
だ
な
か中
に
幾

度
も
叩
き
込
ま
れ
た
。
圭
介
は
そ
の
中
で
達
し
得
る
最
大
の

生
産
性
を
求
め
、
そ
の
時
代
が
要
求
し
た
知
識
と
技
術
を
常

に
提
供
し
続
け
た
。
波
乱
万
丈
と
い
う
言
葉
も
裸
足
で
逃
げ

る
生
涯
。
そ
の
一
生
を
通
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
圭

介
は
誠
意
を
以
っ
て
真
摯
に
日
本
の
民
力
を
高
め
続
け
た
。

圭
介
の
生
涯
は
、
我
々
の
在
る
日
本
と
い
う
国
の
確
か
な
土

台
で
あ
り
、
そ
の
背
中
は
、
我
々
が
生
き
る
道
標
で
あ
る
。
完

上
郡
町
の
偉
人

第
二
十
四
回

著
者 

中
川
由
香

「
真し
ん

摯し

の
人
」

大
鳥
圭
介
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『上郡町史』全４巻（一冊 5,000 円）を発売中です。
第一・二巻が本文編、第三・四巻が史料編です。

問 社会教育課 文化財係
５２-２９１２

上郡町の町名「上郡」は、江戸時代には町屋が集まり、尼崎藩の代官所も置かれた「上郡村」に由
来します。しかし、自治体の名前として町の全体を指すようになるまでには、明治以降の長いい

きさつがありました。
　明治維新によって全国各地で藩が解体され、地域ごとに町村に再編成されていきました。明治16年

（1883）、上郡・井上・大持・竹万・山野里の５つの村を合わせ「上郡組」とし、広域の行政単位の名前
に「上郡」が使われるようになりました。
　その後、明治22年（1889）の町村制の施行の際、「上郡組」の
５つの村が合併して「上郡村」となり、同時に成立した高
田・鞍居・赤松・船坂の４つの村とともに、現在に至る地域
の枠組みが形作られます。
　大正２年（1913）、上郡村は「上郡町」と改称。戦後、政府
による町村合併の推進を受け、昭和30年（1955）には上郡町と
周囲の４つの村が合併し、現在の「上郡町」が成立しました。

↑旭公園での新上郡町合併祝賀会風景
（昭和30年）

上郡町史の
舞台をめぐる

『上郡町史』の舞台となった町内ゆかりの地を紹介します

その12 「上郡町」の誕生

高齢者大学 千種川学園生募集
　一般教養講座・専門講座・クラブ活動など、高齢者大学で多くの仲間と一緒に、楽しく
豊かに学んでみませんか？ 

一般教養
講　　座 大学生・大学院生ともに受講（10時～11時30分）

専門講座
（１・２年生）

コース 定　員 専門講座（13時～15時）

農園芸 50人 野菜・花づくり、
庭木の管理など

陶　芸 10人 タタラ作り、ひも作り、
花瓶など

文　芸 10人 俳句、短歌

大学院生 定員なし クラブ活動に自由参加

問 生涯学習支援センター
５２−１１２５

　受 講 資 格 町内、近隣市町在住の55歳以上で学習意欲旺盛な方（年間通して受講できる方）。
　入学手続き 町ホームページ、生涯学習支援センター、各地区公民館にある入学願書に必要事項を
　　　　　　 記入し、受講料などを添えて申し込んでください。
　受 付 期 間 ３月17日（日）〜４月１０日（水）
　受　講　料  5,000円
　開 講 期 間 ５月９日（木）～平成２6年３月１５日（土）年間２０回

平成
25年度

講
座
内
容

陶芸講座の様子

13 March 2013



　

1
月
31
日
〜
2
月
3
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
平
成
24
年
度
「
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
」
イ

ラ
ス
ト
・
造
形
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
小
学
生
の
部
２
７
７
点
、
中
学
生
・
高
校
生
の

部
18
点
、
一
般
の
部
３
点
の
計
2
9
8
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
優

秀
賞
、
入
選
、
佳
作
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
小
学
生
の
部

　
優
秀
賞　

根
本
天
蓮（
高
田
小
１
年
）

　
　
　
　
　

武
田
伊
織（
高
田
小
４
年
）

　
入
　
選　

赤
松
雫（
山
野
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

村
上
く
ら
ら（
山
野
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

池
田
真
琴（
山
野
里
小
３
年
）

　
　
　
　
　

今
岡
桜
太
郎（
高
田
小
３
年
）

　
　
　
　
　

塚
本
結
女（
上
郡
小
５
年
）

　
　
　
　
　

藤
原
瑞
喜（
上
郡
小
６
年
）

　
　
　
　
　

長
濵
沙
苗（
山
野
里
小
６
年
）

　
佳
　
作　

岡
本
侑
大（
上
郡
小
１
年
）

　
　
　
　
　

上
野
稜
汰（
山
野
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

梶
原
維
月（
山
野
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

森
下
慶
士（
山
野
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

村
上
こ
こ
ろ（
山
野
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

平
井
瑠
莉（
高
田
小
２
年
）

　
　
　
　
　

森
寺
輝（
上
郡
小
３
年
）

　
　
　
　
　

長
濵
快
星（
山
野
里
小
３
年
）

　
　
　
　
　

原
田
涼
汰（
山
野
里
小
３
年
）

　
　
　
　
　

德
永
大
祐（
高
田
小
３
年
）

　
　
　
　
　

右
手
洸
誠（
山
野
里
小
４
年
）

　
　
　
　
　

塚
本
純
武（
上
郡
小
６
年
）

◇
中
学
生
・
高
校
生
の
部

　
優
秀
賞　

兼
光
琴
音（
中
学
１
年
）

　
入
　
選　

高
橋
英
李（
高
校
２
年
）

　
佳
　
作　

寺
田
有
那（
中
学
１
年
）

　
　
　
　
　

谷
口
知
季（
中
学
３
年
） 

◇
一
般
の
部

　
優
秀
賞　

寺
田
保
子（
高
田
台
）

　
入
　
選　

大
鳥
富
佐
代（
上
郡
）

　
　
　
　
　

長
尾
知
美（
上
郡
）

　
問
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー５

２・
１
１
２
５

　４月１日から、愛のり号（コミュニティバス）と
ほほえみタクシー（乗り合いタクシー）の回数乗
車券が共通利用できます。回数乗車券は1,000円

（100円券11枚つづり）で、車内で販売しています。
問企画財政課 企画政策係 ５２－１１１２

「
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
」イ
ラ
ス
ト
・

造
形
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
紹
介

平
成
24
年
度

↓
兼
光
琴
音
さ
ん

↓
武
田
伊
織
さ
ん

↓
根
本
天
蓮
さ
ん

↑寺田保子さん

４月から回数乗車券が
愛のり号とほほえみタクシーの
両方で利用できます

放送チャンネル

放送時間（１日２回）
19時～、23時～

えんしんネット
（地上デジタル11ch）
※議会ホームページ
　でも視聴可能です。

問議会事務局
 ５２−３５１２

放送日および議員名（敬称略）
■４月１日(月)　本林宗興
■４月２日(火)　梅田修作
■４月３日(水)　竹内俊弘
■４月４日(木)　中山竹信
■４月５日(金)　井口まさのり
■４月６日(土)　小原潤一
■４月７日(日)　田渕千洋
■４月８日(月)　橋本正行
■４月９日(火)　藤本ゆうき
■４月10日(水)　大政正明

議会中継再放送スケジュール
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KAMIGORI INFORMATION & NEWS
まちのお知らせと情報
インフォメーション＆ニュース

INFO.NEWS

光都プラザ内のオプトピアで、昨年劇場
公開された「マダガスカル３」を上映

します。他にも「ハローキティ」や「トムとジェ
リー」などの懐かしのアニメも上映します。
■期間　３月23日（土）～31日（日）まで
　　　　※25日（月）は休館。
■時間　10時～16時
■場所　光都プラザ・オプトピア
　　　　（上郡町光都２－23－１）
■料金　無料
■上映作品
・マダガスカル３（３月23日～24日）
・ハローキティの魔法の森のお姫さまなど
  （３月26日～29日）
・ディズニーアニメ（３月30日～31日）

振り込め詐欺などの
特殊詐欺に注意！

オプトピア春の特別上映
光都映画祭

火災から守ろう！
町内の貴重な文化財

ＮＨＫ－ＢＳプレミアム
にっぽん縦断こころ旅

ＡＴＭを操作させて現金を騙し取る「還
付金詐欺」を防ぐため、次のことに

注意しましょう。
①役場や社会保険事務所などは、還付金などの
受け取りのためにＡＴＭの操作指示を行いません。
②不審な電話があった場合は、すぐに 110 番ま
たは相生警察、相談ダイヤル「♯９１１０」に相
談してください。
③家族と「還付金詐欺」について話し合い、
情報を共有しましょう。

毎年 1 月 26 日は、文化財防火デーです。
この日の前後は、全国各地で文化財の

防火運動が展開されています。
　上郡町でも 1 月 24 日に高嶺神社におい
て、上郡消防署による防火訓練と消防設備
点検が行われました。高嶺神社には町指定
文化財として、江戸時代前期に建てられた
といわれる神社本殿（建造物）や、「千年杉」

（ 天 然 記
念物）な
ど多くの
文化財が
残ってい
ます。

ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送される
「にっぽん縦断 こころ旅（2013 春の

旅）」では、俳優の火野正平さんが４月に鹿
児島県を出発し、山梨県を目指して旅をしま
す。番組では、皆さんからのお手紙で旅の
ルートを決定するため、町内の「忘れられな
い風景」にまつわる手紙を募集しています。
■放送予定　４月29日（月）～５月５日（日）
■応募期限　４月９日（火）必着
■応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年

齢、思い出の場所、場所にまつわるエピソード
■応募方法　ホームページ：
　（http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/）
　ＦＡＸ：０３-３４６５-１３２７
　郵　送：〒150-8001
　　　　　ＮＨＫ「こころ旅」係

↓
上
郡
消
防
署
に
よ
る
防
火
訓
練
の
様
子

お知ら
せ

イベン
ト

ニュー
ス

お知ら
せ相生警察からのお知らせ

西播磨県民局だより 毎年１月26日は文化財防火デー

皆さんの手紙をお寄せください

相生警察 ２２－０１１０

オプトピア ５８－１１５５ 社会教育課 文化財係 ５２－２９１２

ＮＨＫふれあいセンター 0570－０６６－066

交番（駐在）別 人身事故 死　者 傷　者 物損事故
上郡橋 0 0 0 2

上郡駅前 2 0 2 13
中　野 3 0 4 6
梨ヶ原 0 0 0 6
八　保 0 0 0 1
赤　松 1 0 1 7
野　桑 1 0 1 0

播磨科学公園都市 0 0 0 5
合　計 7 0 8 40

〔1月の町内人身交通事故発生状況〕
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議会事務局� 52-3512
企画財政課� 52-1112
総務課（代表）� 52-1111
税務課� 52-1113
住民課� 52-1115
・クリーンセンター� 52-0096
健康福祉課・地域包括支援センター
� 52-1114
・障害者支援センター� 57-2233
・訪問看護ステーション
� 52-2400
・子育て学習センター� 52-1067
・保健センター� 52-2188
保険課� 52-1152
産業振興課� 52-1116
・観光案内所� 52-6959
農業委員会� 52-1116
建設課� 52-1117
上下水道課［與井380番地］
・上水道係� 52-0097
・下水道係� 52-1119
会計課� 52-1120
〔教育委員会〕
学校教育課� 52-2911
社会教育課� 52-2912
・生涯学習支援センター
� 52-1125
・つばき会館� 52-1125
・青少年育成センター� 52-5500
・郷土資料館� 52-3737
・スポーツセンター� 52-4433
社会福祉協議会� 52-2910

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番０７９１）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください■

幹
部
候
補
生（
一
般
）

 

募
集
人
員 【
大
卒
者
試
験
】陸（
約
１
２

０
人
）、海（
約
60
人
）、空（
約
50
人
）

※
別
に
大
学
院
卒
者
の
試
験
も
あ
り
ま
す
。

 

応
募
資
格 

大
卒（
見
込
み
含
む
）の
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
。
院
卒
者
試
験

は
、
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
み
含
む
）

で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方
。

■
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

 

募
集
人
員 

陸（
約
15
人
）、海（
約
５
人
）、

空（
約
５
人
）

 

応
募
資
格 

歯
科
は
、
専
門
大
卒（
見
込

み
含
む
）の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
。

薬
剤
科
は
専
門
大
卒（
見
込
み
含
む
）の

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方
。

■
医
科
・
歯
科
幹
部

 

募
集
人
員 

陸
・
海
・
空
、
若
干
名

 

応
募
資
格 

医
師・歯
科
医
師
免
許
取
得
者 

自
衛
官
の
募
集

 

受
付
期
間 

４
月
26
日（
金
）ま
で

問

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

　
　
相
生
地
域
事
務
所

２
３・
２
７
５
０

　
平
成
25
年
度
の
兵
庫
県
警
察
官
採
用

選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

 

受
付
期
間 

郵
送
３
月
22
日（
金
）～
４

月
12
日（
金
）、
持
参
３
月
22
日（
金
）～

４
月
18
日（
木
）

 

試
験
日 

５
月
12
日（
日
）

詳
細
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

相
生
警
察
署 

警
務
課 

警
務
係

２
２・
０
１
１
０

　

赤
穂
市
、備
前
市
、上
郡
町
の
3
市
町

は
、東
備
西
播
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、

兵
庫
県
警
察
官
の
募
集

民
間
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
す

３
市
町
が
力
を
合
わ
せ
て
元
気
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
・

自
発
的
に
行
う
、
圏
域
内
外
の
住
民
交

流
を
促
進
し
、
賑
わ
い
の
創
出
や
相
互

理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対
し
、

１
件
20
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
東
備
西
播
定
住
自
立
圏

形
成
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

受
付
期
限  

４
月
11
日（
木
）17
時

 

対
象 

圏
域
内
に
主
な
活
動
の
基
盤
を

有
す
る
５
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
政
策
係５

２・
１
１
１
２

　

町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
の
推
進
を
図
る
た
め
、

ご
み
減
量
化
機
器
購
入
費
補
助
制
度
廃
止

平
成
10
年
度
か
ら
家
庭
用
生
ご
み
堆
肥

化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）お
よ
び
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
方
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
普
及
促
進
も
図
ら
れ
生

ご
み
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
25
年
3
月
末
日
を
も
っ

て
補
助
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

問
住
民
課 

環
境
衛
生
係

５
２・
１
１
１
５

 日時 ４月21日（日）11時～15時
 場所 愛心園グラウンド（雨天決行）  ※駐車場あり。
※当日、町内各所から送迎バス運行  （詳しくは4月18日の新聞折込をご覧ください）
＜模擬店＞焼きそば、焼き鳥、うどん、福引き、ゲーム（あてもの、金魚すくいなど）など
＜催 し 物＞かみごおり円心太鼓、エイサー俱楽部てぃだ、子育て学習センター
              おんがくグループ、夢いっぱいコーラスなど
問愛心園 ５２－3959

第30回 いいざか祭
～ひとつの出会い、広がる世界～

第30回 いいざか祭
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普
通
町
営
住
宅　

■
町
営
土
井
住
宅

　
建
物
構
造
　
簡
易
耐
火
造
２
階
建

　
所
在
地
　
尾
長
谷
１
４
５
２
番
20

①
４
号　

３
D
K　

　

家
賃
月
額　

１
６
，
０
０
０
円

～
２
３
，
８
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

３
人
以
上

■
町
営
住
宅
ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

　
建
物
構
造
　
Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

　
所
在
地
　
山
野
里
２
３
６
４
番
１

①
５
０
６
号　

３
D
K　

　

家
賃
月
額　

２
０
，
６
０
０
円

～
３
０
，
８
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

３
人
以
上

 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

■
町
営
住
宅
ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

　
建
物
構
造
　
Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

　
所
在
地
　
山
野
里
２
３
６
４
番
１

①
３
０
２
号
・
６
０
２
号
・
８
０
３
号

　

３
L
D
K　

　

家
賃
月
額　

５
８
，
０
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

２
人
以
上

②
６
０
１
号　

３
L
D
K　

　

家
賃
月
額　

６
２
，
０
０
０
円

　

入
居
可
能
人
数　

２
人
以
上

 

入
居
許
可
日 

４
月
22
日（
月
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

 

申
込
期
間 

３
月
25
日（
月
）

～
４
月
５
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

 

住
宅
見
学
日 

３
月
25
日（
月
）

８
時
30
分
～
11
時
30
分（
役
場
へ
必
ず

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
）

 

抽
選
日 

４
月
10
日（
水
）

※
家
賃
月
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
変
わ

り
に
よ
り
多
少
変
動
し
ま
す
。

※
申
込
書（
建
設
課
で
配
付
）な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課 

総
務
係

５
２・
１
１
１
７

広 告

　赤穂市民病院で出産する場合の助産料（分娩
介助料）の一部（市内と市外の差額）を、東備西
播定住自立圏形成推進協議会が支援します。

■手続き　上郡町に住所を有することの証明書
（母子手帳の写しなど）、申請書、請求書を市
民病院へ提出してください。
■支援金の受け取り　退院時の請求（助産料）が

市内同一料金となります。支援金は市民病院が
協議会へ請求し、本人に代わって受領します。
■支援金の額
　普通　　　　36，000円
　時間外　　　40，500円
　休日・深夜　45，000円
※出産される方の住民票が出産日に上郡町にあ

り、平成25年4月1日以降に生まれる子どもに
係る助産料について適用されます。

問赤穂市民病院 医療課 43－3222

赤穂市民と同じ助産料で
出産できます

100歳おめでとうございます

山下 いきさん 大正２年１月25日生まれ（大持）

17 March 2013



【
団
体
戦
】③
福
島
希
真
･
八
十
川
侃

士
･
前
川
友
輝
･
大
崎
佑
真
･
高
田
錬

･
富
岡
海
来
･
白
井
友
樹

【
男
子
】 

４
年
生
以
下 
①
橋
本
祥
汰
･
上

通
弘
夢
ペ
ア 

５
年
生
以
上 
①
福
島
希
真

･
八
十
川
侃
士
ペ
ア
②
高
田
錬
･
白
井
友
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ア
③
宮
下
敬
也
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三
木
陽
成
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ペ
ア

【
女
子
】 

４
年
生
以
下 

②
山
本
果
奈
･
中

野
莉
子
ペ
ア 

５
年
生
以
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①
中
野
舞
･

平
岡
琴
恵
ペ
ア
③
近
藤
優
佳
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竹
平
妃
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【
初
級
者
演
武
の
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若
鮎
賞 

塚
本
美
羽 

 

若
鷲
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森
中
柊
晴 

若
獅
子
賞 

木
下
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日
菜 

椿
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武
元
咲
瑛
、
岡
本
真
奈
、
右

手
日
菜
佳
、
岡
本
侑
大
、
濱
田
晴
斗 

【
個

人
戦
低
学
年
の
部
】①
山
本
花
玲
②
右

手
洸
誠
③
井
上
諄【
個
人
戦
高
学
年
の

部
】①
小
林
祐
弥
②
西
山
純
矢
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天
野

龍
一
朗【
中
・
高
校
生
男
子
の
部
】①

竹
一
凌
太
②
岡
上
昂
平
③
森
中
隆
太
郎

【
中
・
高
校
生
女
子
の
部
】①
春
名
茜

里
②
山
本
玲
奈
③
上
山
ゆ
う
ら

第
４
回
三
田
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

対
抗
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

12
月
15
日

第
11
回
備
前
市
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

１
月
12
日

第
44
回
新
春
お
祝
い
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　

１
月
14
日

①
横
山
重
信
②
清
水
武
一
③
木
村
幸
雄

①
金
谷
定
女
②
田
渕
日
出
子
③
丸
尾
雅

明

 

春
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

春
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

 

日
時  

４
月
28
日（
日
）

 

時
間  

９
時
～

 

場
所  

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

対
象  

町
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
の
高

校
生
以
上
の
方

 

料
金 

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

 

申
込
方
法 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
書
を
提
出

 

申
込
期
限 

４
月
19
日（
金
）17
時
ま
で

問

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー５

２・
４
４
３
３

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
赤
松
新
春
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会　
　
　
　
　

                      

１
月
21
日

第
２
回
新
年
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　

１
月
25
日
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ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
が
、
４
月
２
日（
火
）か
ら
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
美
し
く
な
っ
た
プ
ー
ル
で
、
健
康
の
た
め
に
泳
い
で
み

ま
せ
ん
か
。
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■３歳～保育園・幼稚園・小学生・中学生のクラス
対　象 時　間 曜　日 月会費 内　容

３歳～６歳 15～16時

火～土

【週１回】
3,000円

【週 2回】
4,000円

【週 3回】
5,000円

たくさんのお友だちと一緒
に楽しみながら自然に水に
慣れる。

小学生 16～17時 体力・技術レベルに応じて
泳法の基本を指導します。

小学生・中学生
17～18時

四泳法をマスターしなが
ら、美しく速く泳げるよう
に指導します。

18～19時
大会に向け、四泳法・スピ
ード・技術向上を指導しま
す。

クラス 時　間 曜　日 月会費

午前会員 10：30～11：30

火～金

4,000円

午後会員 19：30～20：30 4,000円

午前＋午後会員 10：30～11：30
19：30～20：30 5,000円

問 スポーツセンター ５２−４４３３

温
水
プ
ー
ル
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

〜Ｂ＆Ｇ上郡スイミングスクール クラス内容〜

※アクアビクス（水中リズム体操）や水中ウォーキングの指導も行っています。

■アクアチョイス（大人・高校生のクラス）



3月

15 金

16 土
	ジュニアソフトテニスお別れ大会、赤穂近隣野球大会
　 9：00～
	高齢者大学閉講式10：00～

17 日
 菅原病院（ 52-6369）9：00～17：00

	部長杯争奪男女別バレーボール大会9：00～
	県民体育野球大会上郡予選9：00～
	おはなし会10：00～

18 月
	すくすく教室、こども相談（心理）9：30～
	子育て相談10：00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00

19 火 	法律相談（予約制※前日締切）13：20～16：00
	若者ニート・ひきこもり相談（ 52-1116）13：30～

20 水  半田産婦人科医院（ 52-1000）9：00～17：00
	中学校近隣柔道大会9：00～

21 木 	第５回上郡町NS協会会長杯グラウンドゴルフ大会9：00～
	教育相談（電話相談）9：00～17：00

22 金 	農地相談9：00～12：00
	農業委員会定例会13：30～

23 土

24 日  三浦医院（ 52-0045）9：00～17：00
	第１回ソフトボール同好会、室内カーリング9：00～

25 月 	子育て相談10：00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00

26 火

27 水 	こども相談（言語）13：30～

28 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

29 金

30 土

31 日  半田産婦人科医院（ 52-1000）9：00～17：00

315 420
相談・健康・
スポーツ・生活
相談・健康・
スポーツ・生活

4月

1 月
	子育て相談10：00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00
	人権相談13：00～16：00

2 火

3 水 	家庭児童相談9：00～15：00

4 木
	第1７回春季グラウンドゴルフ大会9：00～
	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

5 金

6 土

7 日
 大岩診療所（ 52-5000）9：00～17：00

	第68回天皇賜杯野球支部予選9：00～
	おはなし会10：00～

8 月 	子育て相談10：00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00

9 火 	赤ちゃんサロン9：30～

10 水 	４ヵ月児（Ｈ２４．１２月生）・10ヵ月児（H２４．５・６月生）
　 健診12：30～

11 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

12 金

13 土

14 日  河原クリニック（ 57-2167）9：00～17：00
	県民体育大会野球ブロック戦9：00～

15 月
	すくすく教室、こども相談（心理）9：30～
	子育て相談10：00～
	教育相談（カウンセリング）11：00～17：00

16 火 	法律相談（予約制※前日締切）13：20～16：00

17 水
	すこやか子育て教室開講式10：00～
	行政相談10：00～12：00
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00
	ハローワーク移動雇用相談（予約制）13：30～16：00

18 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00

19 金

20 土 	第11回ミニバスケットスプリングカップ9：00～

	 役場 52-1111（代表）
	保健センター 52-2188
	 子育て学習センター 52-1067
	 生涯学習支援センター 52-1125
	 つばき会館 52-1125
	 スポーツセンター 52-4433
	 青少年育成センター 52-5500
	 赤穂健康福祉事務所 43-2321
	 社会福祉協議会 52-2910
	 心配ごと（なんでも）相談 080-1936-1067
� （専用電話当日のみ可）

場所・お問い合わせ
※日程・場所などは、変更になる場合があります。

みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高齢者放送大学の平成25年度の学生を募集します。同校で
は、ラジオ放送を聞いての学習を基本とし、年数回のスクーリング
などを通して学生の交流を図ります。
 対象  60歳以上の方　　　   募集期間  4月12日（金）まで
 費用  年間6,000円（テキスト代）
問 兵庫県高齢者放送大学 079－424－3343

 高齢者放送大学 学生募集

19 March 2013



おなまえ 船坂１

柚穂ちゃん（３歳）
ゆず　ほ

いつ　き

一希くん（2歳）

平
成
25年

3月
号

平
成
25年

3月
15日
 発
行

３歳・２歳おめでとう。
お母さん（三浦 友加里さん）から一言

わんぱくわんぱく

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

編
集
・
発
行

上
郡
町
役
場
広
報
委
員
会

TEL. 52-1111
FAX. 52-5172

※
広
報
か
み
ご
お
り
は
再
生
紙
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

Eメ
ー
ル
 soum

u@
tow

n.kam
igori.hyogo.jp

U
RL http://w

w
w.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

8,099人男性 8,608人女性

●世帯数 6,522世帯（＋2）
●人口 16,707人（－42）

2月末現在 （　）内は前月比・2月届出分
人口のうごき

出生
死亡

6人
21人

転入
転出

22人
49人

上郡町観光協会事務局・JR 上郡駅利用促進協議会事務局
（産業振興課 商工観光係）
申問

52-1116

■申込期限　3月25日（月） ※「桜まつり」「さくらウォーク」の詳細はチラシをご覧ください。
■定　　員　先着100人 （年齢、性別問わずに健康な人。小学生以下は保護者同伴）

■参加費　無料

■日時
4月7日（日）
９時～ ※雨天中止

JR 上郡駅前
■集合場所

第８回 かみごおりさくらウォーク

①健脚コース（約10㎞）
　上郡駅→栄町→役場前（大鳥圭介像）→隈見橋→鞍居川（桜トンネル）→上郡天満神社→旧因幡街道
→上郡橋→千種川右岸→竹万→安室川（桜並木）→上郡駅南→さくら園（桜まつり会場）
②ゆっくりコース（往復約５㎞）
　上郡駅→さくら園（桜まつり会場）

コース（2つのコースに分かれて出発）

　春爛漫のこの季節、自然豊かな上郡町の歴史と風景、
そして地元の方とのふれあいを楽しむ一日をお過ごし
ください。ゴールのさくら園では「桜まつり｣が開催さ
れています。

放課後は夢のジカン

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

主な内容
P2
第５次上郡町行政改革
大綱等を策定
P12
第二十四回「真摯の人」
P16
エイトちゃんの情報ステーション

March
20133No.520

第
60
回
兵
庫
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

町
広
報
紙
部
門
で
、
本
紙
平
成
24
年
11
月

号
が
入
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
映
像
部
門

で
も
昨
年
８
月
に
え
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
で
放

送
し
た
「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

Ｉ
ｎ 

上
郡
高
校
」

が
入
選
。
広
報
紙
と
映
像
で
の
ダ
ブ
ル
入

選
と
な
り
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
も
日
ご
ろ
か
ら
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

さ
て
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
卒
業
・

入
学
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
。
お
子
さ
ん
が

い
る
方
は
、
そ
の
成
長
の
早
さ
に
驚
か
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
自

身
、
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
長

い
よ
う
で
実
は
、
あ
っ
と
言
う
間
だ
っ
た

と
感
じ
ま
す
。
毎
日
眠
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
学
校
に
通
っ
て
い
た
自
分
に
「
時
は

金
な
り
」
と
伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
時

間
は
お
金
で
買
え
ま
せ
ん
！
一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
そ
う
と
決
意
を
新
た
に
す
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
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